
令和７年８月  

加須市立図書館：発行  

『広告の会社、作りました』 中村 航
こう

／著 ポプラ社 

『霞が関の人になってみた』霞 いちか／著 カンゼン 

『 私
わたくし

労働小説』  

ブレイディみかこ／著   

KADOKAWA 

 

『考古学者だけど、発掘が  

出来ません。多忙すぎる日常』

青山  和夫・大城  道則・  

角
かく

道
どう

 亮介／著  ポプラ社  

 

 「官僚」と聞くと、「お堅い」「融通が利かなそう」という

イメージがあるでしょうか。他業種から霞が関に転職した著

者が、国会対応や陳情対応などの職務内容や官僚の婚活事情

まで、ユニークな語り口で紹介します。  

 国家公務員に興味がある方には、キャリアの積み方や人事

異動などにも触れているので参考になります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

特集①：お隣さんのお仕事  

 転職活動に行き詰まった頃、ふと目にした「デザイナー募集」

の文字。デザイナーの健一は、広告を出したフリーランスのコ

ピーライター・天津に出会い、ともに働くことになります。  

 ある時、健一は天津と住宅会社のカタログコンペに挑戦しま

す。コンペに勝って大きな仕事をしたい、と意気込む健一でし

たが、実はこのコンペが出来レースと分かり…。  

 あんな職業につきたいな、こんな会社で働

きたい！と思ったことはありませんか？今

回はお仕事小説やルポなどを特集します。  

『愚か者同盟』  

ジョン・ケネディ・トゥール／著  

木原  善彦／訳  国書刊行会  

『蟹工船 一九二八・三・一五』  

小林 多喜二／作  岩波書店  

『難しいことはわかりませんが、 50 歳

でも農業を始められますか？』  

深瀬 貴範／著 淡交社 



【図書館からのおしらせ】  
 

絵本読み聞かせ講座の受講生を 
募集します 
★図書館で読み聞かせボランティアをやって  

みたい方はぜひご参加ください。  

日時 9/26(金)･10/10(金)13:30～15:30 全 2 回 

会場 童謡のふる里おおとね図書館  

申込 8/27(水)～9/12(金)※先着順  

おおとね図書館へ来館または電話  

 ※詳しくは図書館ウェブサイトをご確認ください。  

【お問合せ】  
 
加須図書館  

中央 2-4-17  ℡0480-61-8200  
騎西図書館  

根古屋 633-10 ℡0480-73-3178  
北川辺図書館  

麦倉 1473-1  ℡0280-62-4400  
おおとね図書館  

琴寄 597-1  ℡0480-78-2211 

紹介している図書は、

図 書 館 ウ ェ ブ サ イト

から予約できます！  

☆★☆こちらもどうぞ☆★☆ 

『黄金旅程』馳 星周／著 集英社  

『花ならば赤く』有吉 佐和子／著  集英社 

『潜入ルポ amazon 帝国』横田 増生
ま す お

／著  小学館 

『フリーター、家を買う。』有川  浩／著  幻冬舎  

『本日は、お日柄もよく』原田 マハ／著  徳間書店  

 『世界一清潔な空港の清掃人』新津 春子／著 朝日新聞出版  

 

 

 

  

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆★☆こちらもどうぞ☆★☆  

『告白』三島 由紀夫／著  TBS ヴィンテージクラシックス／編  講談社   

『金閣を焼かなければならぬ』内海 健／著  河出書房新社 

『三島由紀夫 新版』松本 徹／監修 平凡社  

『小説読本』三島 由紀夫／著 中央公論新社 

『潮騒』三島 由紀夫／著  新潮社 

 

 

特集②：三島由紀夫 
今年、生誕 100 年を迎えた三島由紀夫。昭

和とともに生き、時代に大きな足跡を残した

三島の作品とその思想に迫ります。  

『21 世紀のための三島由紀夫入門』  
平野 啓一郎・井上  隆史／著   

芸術新潮編集部・新潮社／編  新潮社  

 

☆三島の文学作品、出演映画、写真を通

して三島の人生を読み解きます。  

 

『三島由紀夫紀行文集』   
三島  由紀夫／著  佐藤  秀明／編  岩波書店  

 

☆三島が 20 代で経験した世界旅行の記

録「アポロの杯」の他、24 編の紀行文

が収められています。  

 

『三島由紀夫事件 50 年目の証言』  

西 法太郎／著 新潮社  

 

☆昭和 45 年に起きた衝撃的な「三島事

件」。関係者へのインタビューや裁判記

録などから浮かび上がる「真相」とは。 

『谷崎潤一郎・川端康成』   
 三島 由紀夫／著  中央公論新社  

 

☆三島は、日本を代表する二人の文豪の

作品と人物についてどう評価したので

しょうか。  

 


